
あおもり漁連
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▼
第
３
回
「
和
船
競
漕
大
会
」
開
催
さ
れ
る▼

　

海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
と
し
て
、
平
成
８

年
に
国
民
の
祝
日
７
月　

日
が
「
海
の
日
」
と
な
っ

２０

た
こ
と
は
、
本
県
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
和
船
に
よ
る
漁
業
及
び
海
上
交
易
が
盛

ん
で
あ
っ
た
往
時
を
偲
び
、
小
学
生
に
よ
る
ボ
ー
ト

競
技
や
和
船
と
ク
ル
マ
ガ
イ
（
車
櫂
）
を
使
用
し
た

職
場
対
抗
競
漕
等
を
実
施
し
、
櫂
を
漕
ぐ
技
法
の
伝

承
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
の
行
事
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
森
県
の
夏
の
風
物
詩
、
伝
統

的
な
行
事
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
各

地
か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、昨
年
に
引
き
続
き「
和

１７

船
競
漕
大
会
」
が
去
る
７
月　

日
に
青
森
市
青
い
海

２０

公
園
前
で
開
催
さ
れ
た
。

　

和
船
は
、
昭
和　

年
代
ご
ろ
ま
で
県
内
で
コ
ン
ブ

３０

や
エ
ゴ
ノ
リ
漁
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
木
製
の

小
船
で
、
み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館
が
収
蔵
し
て

い
た
も
の
を
使
用
し
た
。

　

参
加
者
は
４
人
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
独
特
の
こ
ぎ

方
を
要
す
る
「
車
櫂
」
で
和
船
を
２
０
０
ｍ
走
ら
せ

た
が
、
大
半
が
「
車
櫂
」
は
未
経
験
と
あ
っ
て
船
の

操
作
が
難
し
く
、
観
客
か
ら
は
拍
手
や
笑
い
が
巻
き

起
こ
っ
て
い
た
。

　

大
会
関
係
者
は
、
来
年
以
降
も
引
き
続
き
和
船
競

漕
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
是
非
ご
参
加
を
い
た

だ
き
た
い
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

〈
レ
ー
ス
結
果
は
次
の
と
お
り
〉

優　

勝　
　

野
牛
漁
業
協
同
組
合（
２
年
連
続
優
勝
）

準
優
勝　
　

艫
作
漁
業
協
同
組
合

第
３
位　
　

野
辺
地
町
漁
業
協
同
組
合

第
４
位　
　

後
潟
漁
業
協
同
組
合

第
５
位　
　

六
ヶ
所
村
漁
業
協
同
組
合

第
６
位　
　

ホ
ソ
イ
チ

２年連続優勝の喜びを語る野牛漁協チーム和船競漕風景

主催者の挨拶を述べる植村大会委員長


